
失敗学実践編セミナー 
 

■このような方が参加されています！ 

役 職                              担当業務 

  

■参加された方の声 

Ｑ．セミナーへの参加の目的、得たいことは何ですか？ 

 

Ｑ．講義に対してのご意見・ご感想 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．社内に本セミナーを勧められる理由は？  

                                                 
 
 
 
 
 
 
 
                          

 

本件に関するお問い合わせ先： 

日本科学技術連盟 品質経営グループ セミナー担当 

〒166-0003 東京都杉並区高円寺南 1-2-1 

Tel：03-5378-1213 / Fax：03-5378-9842 / E-mail：tqmsemi@juse.or.jp 

 

 

※本データは、2021 年度開催コースデータより集計しています。 

一般職 26%

課長 25%
係長 21%

主任 17%

部長 6%

その他 2% 職･組長 2% 事業部長 1%

品質管理･品質保証

39%

製造 20%

設計･試作

10%

企画･調査･開発

9%

技術（生産技術･標準）

7%

その他 5%

生産管理

5%

コンピュータ

3%

総務･教育･人事･労務･経理

1%

信頼性 1%

・セミナーで共有される事例を活用し、自身の業務に起こり得る事例と類似のリスク（失敗）を未然に防ぎたい。 

・職場内で繰り返し起こしてしまう失敗や類似ミスについて、職場改善の一助となるよう、正しい原因分析手法や効果的

な対策立案に繋がるスキルを身につけたい。 

・不具合事象の一般化のやり方を数多く把握し、様々な種類の過去不具合の活用を図りたい 

 

・具体例を挙げてもらえたので理解しやすいと感じた。 

・自分が起こした問題や社内で起こった問題などの原因追究の仕方に疑問を感じていた点が明らかになってよかった。 

・具体的な例題を挙げて、良い悪いがはっきりしていたため、わかりやすかった。 

・基礎編でもそうだったのですが、引き続き具体的な内容が盛り込まれていてわかりやすかった。 

・これまで、トラブルの原因分析で間違えていることが多々あり、そのまま分析を完了させていることもあったが、今回

の講義を受けて、違和感の理由がわかった気がする。 

・今までにない原因分析の手法で、理にかなっているため。 
・実施すべきことが明確であり、明日からでも取り組むことができると判

断したため。 
・概念がわかりやすく、業務に役立てられる内容だった。 
・普段行っている原因分析や対策が不十分であることがよくわかり、失敗

学は使いこなせると最強なツールになると感じたため。 
・手法をマスターすれば取り組みに個人差が出にくく、誰でも効果を感じ

られるものだと思うため。 

 

勧められる 

90％ 

mailto:tqmsemi@juse.or.jp

